
第３期 天草市 五和地域まちづくり計画　【概要版】

　本地域は、熊本県の西南部天草下島の北東部に位
置し、北は島原湾と天草灘を結ぶ早崎瀬戸に面して
います。地形は、中央を丘陵が南北に走り、台地の
西に内野川、東に貝洲川、中洲川が流れ、耕地が拓
けています。
　気候は、暖流の影響で、海岸部の一部に無霜地帯
があるなど冬は暖かく、夏は比較的涼しい海洋性の
気候です。
　農海産物が豊富で、天然鯛をはじめ、車えびやウ
ニ、トサカなどが多く水揚げされるほか、温暖な気
候や肥沃な農地を活かし、ゴボウ、大根などの根野
菜やレタスなどの葉野菜、温州ミカン、デコポンな
どの柑橘類、ビワなどが多く生産されています。
　また、早崎瀬戸では、1年を通して野生のイルカ
を見ることができます。

【管内地区振興会】
○御領まちづくり振興会　○鬼池まちづくり振興会
○二江まちづくり振興会　○手野まちづくり振興会
○城河原地域づくり振興会

｜地域の特色及び課題

　五和地域は、農業や漁業の第１次産業が基幹産業となっていますが、従事者の高齢化や後
継者不足が進んでおり、就業者の割合も低くなっています。農業では、農地の耕作放棄が進
み生産量が減少しており、漁業では、漁獲量の減少、魚価の低迷により経営環境が一層厳し
い状況にあります。
　また、地区振興会を中心に、自然環境、史跡を守る活動や、各地区の資源を活かしたイベ
ント、地域行事等に取り組んでいますが、人口が減少し、伝統行事等の継続が困難になって
きているものもあります。
　今後は、これまで築いた五和地域の産業や豊かな自然・文化を後世に残し、心豊かに暮ら
せるまちをつくることが課題となっています。

7,369人

世帯数

2,836世帯

｜地域の概要

面　積 人　口

50.25㎢
御領地区

鬼池地区

手野地区

二江地区

城河原地区

□部門別の特色や課題

部門 特色 課題

○農産物、海産物が豊富 ○後継者不足
○畜産業や加工業、製塩業も盛ん ○耕作放棄地の増加
○地域資源を活かした特産品がある ○PR不足
○観光・文化資源が豊富 ○観光・文化資産の活用、PR不足
○地域イベントが盛ん ○伝統行事の担い手、後継者不足
○豊かな自然が多い ○景観維持活動が困難
○地域（観光）資源が豊富 ○少子高齢化
○地域主体による行事が展開されている ○地域連携の希薄化
○子どもの見守り体制が整っている ○地域リーダー等の人材不足
○健康づくりの意識が高い ○高齢者の生きがいづくり
○環境を活かした健康づくり ○高齢者の支援不足
○住民の相互意識が高い ○公共交通の減少による移動困難
○高齢者の健康づくりの意識が高い ○子どもの安全確保
○防犯防災の環境が良い ○環境美化問題
○防災意識が高い ○自主防災組織の形骸化

産業経済

観光･文化

地域振興･教育

生活環境･防犯防災

保健・医療・福祉



３　心豊かな人のいるまちづくり【地域振興･教育部門】

｜具体的な行動計画

１　活力と豊かさのあるまちづくり【産業経済部門】

２　地域資源を活かしたまちづくり【観光･文化部門】

｜めざす地域の姿

自然や文化を後世につなぎ、心豊かに暮らせるまちづくり

　これまで築いてきた五和地域の産業や豊かな自然・文化を後世に残すことにより、地域住
民みんなが心豊かに暮らせるまち、五和づくりを推進します。

５　安心安全なまちづくり【生活環境･防犯防災部門】

○安全で安心して暮らせる生活環境づくり
○強固な防災組織の構築

　農林水産物等の豊かな資源を活かした特産品事業等を推進し、各種イベントでのPR等に
努め、活力あるまちづくりに取り組みます。

　豊かな自然や文化を活かしたイベント等を実施するとともに、各地区で環境保全活動を通
した景観づくりに努め、特色を活かしたまちづくりに取り組みます。

　身近な自然を通しての環境学習や、地域に点在する史跡や文化に触れることで、豊かな心
を育み、思いやりのある人づくりに取り組みます。

　地域住民の交流機会の確保に努め、健康づくりや体力増進など、誰もが生き生きと暮らせ
るまちづくりに取り組みます。

　防犯ボランティアパトロールや見守り活動、防災組織の構築など、地域で互いに支え合う
安全で安心なまちづくりに取り組みます。

○地域住民の交流機会の確保

４　生き生きと暮らせるまちづくり【保健・医療・福祉部門】

○ふるさと会や各種イベントでのPR等事業
○豊かな資源を活用した特産品事業等の推進

○おもてなしの心を育む事業
○特色を活かした景観づくり

○心豊かな人づくり
○地域の絆を深める事業


